








要約:HTLV-I 母子感染の背景要因を母乳摂取期間との関連で解析した.南九州地区(鹿児島

県および宮崎県西部)の妊婦 17873 名に HTLV-I 抗体のスクリーニング検査を行ったとこ

ろ,967 名(5.4%)がキャリアであった.このキャリア妊婦より出生した児のうち 700 名が当

施設で追跡されている(1991年 12月 31日現在).このうち 1歳以上の追跡児は 231名(母乳

哺育;35 名,人工乳哺育;196 名)で,感染率は人工哺育で 6.6%.(13 名/196 名),母乳哺育で

11.4%(4 名/35 名)であった.母乳摂取期間別の感染率は,短期母乳群(6 ヵ月以下の母乳哺

育)で 6.7%(2 名/30 名),長期母乳群(7 ヵ月以上の母乳哺育)で 40.0%(2 名/5 名)であった．

一方,追跡児の同胞270名(母乳哺育;243名,人口乳哺育;27名)での感染率は,短期母乳群で

3.5%(3 名/84 名)で;長期母乳群で i2.6%(20 名/159 名)であった.追跡児と同胞を合算した

集団でみると,短期母乳群と長期母乳群の感染率は,それぞれ4.4%(5名/114名)と13.4%(22

名/164 名)となり,両者の感染率に有意差(p＜0.025)を認めた.短期母乳摂取児では HTLV-I

母子間の経母乳感染のリスクは低く,その理由として母親由来の移行抗体の感染抑制作用

が考えられた. 


